












〔要約〕4 施設の幼稚園児 541 例(埼玉県戸田市:3 施設,長野県上田市:1 施設)についてア

ンケート用紙を用い家庭内事故の内容,頻度および行動特性について検討するとともに

我々の開発した俊敏性試験を使って俊敏性と注意力について検討を加え,以下の結果を得

た。 

1.アンケートによる事故発生群の行動特性として甘えん坊および神経質の項目で有意差を

認めたが不器用および落ち着きがない等の項目では有意差を認めなかった。 

2.埼玉県戸田市の 3 つの幼稚園間で事故発生率を検討したところ,園庭が広く運動指導員

がいる C幼稚園で少なかった。 

3.俊敏性は年齢とともに速くなり,注意力も増すが男女差は(3-6 歳間)認められなかった。 

4.俊敏性試験による俊敏性および注意力の検討では事故発生率との間には明かな相関関係

がなかった。 


